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第44回拡大東海委員会にご参集いただきました

構成員、傍聴者の皆さん大変お疲れさまです。

昨年は、能登半島地震、羽田空港衝突事故で始

まり、特に、能登地方は大きな被害を受けてしま

いました。一日も早い復興を願うところです。

現在、安全問題とローカル線を守る取り組みが

大きな課題となっています。昨年は多くの鉄道事

故が発生しました。JR東日本では、1月に東北新幹

線で架線事故が発生し、作業員が感電する事故。3

月には山形新幹線が郡山駅で停止位置のオーバー

ラン。東北新幹線が時速315kmで走行中に列車分離

する前代未聞の大事故が発生しました。貨物でも

事故が多発しました、その事故の検証から、「輪

軸」データ改ざん問題へと発展し、多くの鉄道事

業者で「不適切な事案」があり、改ざんも確認さ

れました。

JR東海内に目を向けますと、豊橋・三河安城間

での保守用車衝突事故、高塚駅構内での関連会社

社員触車死亡事故、東海道線新蒲原駅で旅客がホー

ムから転落し貨物列車にはねられ死亡する事象が

発生しています。労働組合として、安全にかかわ

る諸問題についてはチェック機能を発揮し、指摘

するだけではなく議論をして改めさせ、労働災害・

事故防止対策を強化し、「誰もが安心・安全に利

用でき、働き続けられる職場づくり」を目指さな

ければなりません。

ローカル線問題では国鉄労働会館主催で「地域

公共交通を考える」と題し、西日本の大北書記長

から、ローカル線問題についての西日本の現状・

取り組みの報告を受けてきました。25春闘は2月13

日、JR7社に対し一斉に申し入れを行いスタートし

ます。例年通り、JR 東海・ジェイアール東海バス

では新賃金と夏季手当の同時交渉となります。JR

貨物については新賃金のみですが、全貨協が中心

となっての取組みとなりますが、東海本部として

はJR貨物東海支社へ2月19日に申入れを予定してい

ます。

これから迎える2025年春闘の闘いから、組織拡

大の取り組みを中心に、全力を挙げる決意を申し

上げて東海本部執行委員会を代表してのご挨拶と

いたします。
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